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枝広あや子
（分担執筆） 
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防 ロコモとの関連・相
違を考える 

Loco Cure(2189-
4221) 

2巻4号 304-309 2016.11 

西岡 弘晶, 荒井 秀

典 

終末期の医療およびケ

アに関する意識調査 
 

日本老年医学会
雑誌(0300-9173) 

53巻4号 374-378 2016.10 

荒井 秀典 注目の新薬 レパーサ

(エボロクマブ) 
診断と治療(0370
-999X) 

104巻11号 1471-1473 2016.11 

平敷 安希博, 清水 

敦哉, 荒井 秀典 

【超高齢社会における

循環器診療】 フレイル

と循環器疾患 

循環器内科(1884
-2909) 

80巻5号 386-390 2016.11 

佐竹 昭介, 荒井 秀

典 

【フレイルとアンチエ

イジング】 フレイル診

断法とエビデンス 

アンチ・エイジ
ング医学(1880-1
579) 

12巻5号 602-606 2016.10 

佐竹 昭介, 荒井 秀

典 

 

【フレイルという視点
からみた高齢者の精神
科医療】 フレイルの概
念 

老年精神医学雑
誌(0915-6305) 

27巻5号 489-496 2016.5 

荒井 秀典 サルコペニアとフレイ

ル ロコモとの相違に

ついて考える 

体力科学(0039-9
06X) 

65巻3号 337-341 2016.6 

荒井 秀典 Geriatric Pharmacy高齢
者の薬物療法 Polyphar
macyに対するかかりつ
け医・かかりつけ薬局の
役割 

日本医事新報(03
85-9215) 

4809号 C1-C4 2016.6 

佐治 直樹, 荒井 秀

典 , 櫻井  孝 , 鳥羽 

研二 

【フレイルと高血圧治
療】 精神症状と高血圧、
降圧治療 

血圧(1340-4598) 23巻4号 271-274 2016.4 

荒井 秀典 【フレイルと高血圧治

療】 フレイルの定義と

わが国における現状 

血圧(1340-4598) 23巻4号 255-258 2016.4 
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田中 弥生 オーラルフレイル予防

の重要性 
介護福祉・健康
づくり(2188-242
8) 

3巻2号 82-84 2016.12 

後藤 ちはる, 藤原 

恵子 , 鈴木  順子 , 

河嵜 唯衣, 田中 弥

生 , 西村  一弘 , 酒

井 雅司 

糖尿病患者における低

血糖指導及びアンケー

ト結果・知識テストにつ

いて 
 

東京都医師会雑
誌(0040-8956) 

69巻7号 666-672 2016.8 

田中 弥生 【摂食嚥下障害の栄養

食事指導マニュアル 

嚥下調整食 学会分類

2013 に基づくコード別

解説】 合併症がある場

合の対応 COPD(慢性

閉塞性肺疾患) 

 

臨床栄養(0485-1
412)別冊JCNセ
レクト12  摂食
嚥下障害の栄養
食事指導マニュ
アル 

 132-137 2016.10 

改田剛俊, 田中弥生 【栄養障害患者の評価】 

在宅患者の栄養状態の

評価 栄養ケアプロセ

ス(NCP)を用いて 

内分泌・糖尿病・
代謝内科 

43(3) 204-208 2016 

後藤ちはる, 藤原恵

子, 鈴木順子, 河嵜

唯衣, 田中弥生, 西

村一弘, 酒井雅司 

糖尿病患者における低

血糖指導及びアンケー

ト結果・知識テストにつ

いて 

東京都医師会雑
誌 

69(7) 666-672 2016 

田中弥生 【オーラルフレイルの

現状と課題】要介護高齢

者の栄養状態をどう守

るか 栄養ケア・ステー

ションの発展と課題 

Progress in Medi
cine 2 

36(9) 1211-1216 2016 

田中弥生 栄 養 ケ ア プ ロ セ ス

(NCP)の活用 種々の

分野での取り組み事例 

こうすればできる!(第 6

回) 介護領域における

NCPの活用法 

日本栄養士会雑
誌 

59(9) 542-543 2016 

田中弥生 在宅・地域志向に対応し

た医療介護関係者の人

材育成教育の動向(第 8

回) 管理栄養士・栄養

士の基礎教育・アドバン

ス教育 

保健の科学 58(8) 549-556 2016 
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田中弥生 在宅で行なう高齢者の

栄養管理(第 12 回) 地

域包括ケアシステムに

おける在宅訪問栄養食

事指導のこれから 

保健の科学 58(7) 485-492 2016 

田中弥生 【広がる地域包括ケア

システム-栄養士はどう

かかわっていくべき

か?】 栄養ケア・ステー

ションの現状と展望 

臨床栄養 128(4) 424-428 2016 

Matsuyama Y, Aida 

J, Taura K, Kimoto 

K, Ando Y, Aoyama 

H, Morita M, Ito K, 

Koyama S, Hase A, 

Tsuboya T, Osaka K 

 

School-Based Fluoride 

Mouth-Rinse Program 

Dissemination Associated 

With Decreasing Dental 

Caries Inequalities 

Between Japanese 

Prefectures: An 

Ecological Study 

J Epidemiol. 26(11) 563-571 2016.11.5 

相田  潤 , 安藤  雄

一, 柳澤 智仁 

 

ライフステージによる

日本人の口腔の健康格

差の実態 歯科疾患実

態調査と国民生活基礎

調査から 

口腔衛生学会雑
誌(0023-2831) 

66巻5号 458-464 2016.10 

岩崎正則 , 葭原明

弘, 安藤雄一, 安細

敏弘, 宮崎秀夫 

栄養と口腔保健 NCDs

リスクとの観点から 

ヘルスサイエン
ス・ヘルスケア 

15(1) 5-10 2016 

安藤雄一 【多職種連携に基づく

在宅高齢者の口腔機能

の維持・向上への取り組

み】 高齢期における適

切な栄養摂取に向けた

咀嚼機能維持の必要性

と実践例 

保健医療科学 65(4) 415-423 2016 

富永一道 , 濱野強 , 

土崎しのぶ, 安藤雄

一 

メタボリックシンドロ

ームに関連する食事・咀

嚼・その他の歯科関連要

口腔衛生学会雑
誌 

66(4) 389-398 2016 
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安藤雄一 糖尿病診療 update 糖

尿病 歯科の関わりと

医科歯科連携 

DM Ensemble 5(1) 50-53 2016 

安藤雄一 歯科医療・口腔保健のキ

ーワード、考えるヒント 

NCDs 予防 生活習慣

病 成人保健における

「歯科の孤立」解消に向

けたキーワードとして 

歯界展望 127(5) 998-999 2016 

深井穫博, 古田美智

子, 相田潤, 嶋崎義

浩, 安藤雄一, 宮崎

秀夫, 神原正樹, 住

友雅人, 佐藤徹, 山

科透, 大久保満男 

歯科患者の口腔内状態

および全身の健康状態 

8020 推進財団 歯科医

療による健康増進効果

に関する研究 

日本歯科医学会
誌 

35 39-50 2016 

Kera T, Edahiro A, 

Hirano H, Kawai H, 

Yoshida H, Kojima 

M, Fujiwara Y, Ihara 

K, Obuchi S; 

TOSHIMA Research 

Alternating Motion Rate 

to Distinguish Elderly 

People With History of 

Pneumonia.  

Respir Care. 61(12) 1644-1650. 2016 

Sakurai R, Suzuki H, 

Ogawa S, Kawai H, 

Yoshida H, Hirano H, 

Ihara K, Obuchi S, 

Fujiwara Y. 

Fear of falling, but not 

gait impairment, predicts 

subjective memory 

complaints in cognitively 

intact older adults. 

Geriatr Gerontol 

  

2016 

Tanisawa K, Arai Y, 

Hirose N, Shimokata 

H, Yamada Y, Kawai 

H, Kojima M, 

Obuchi S, Hirano H, 

Yoshida H, Suzuki H, 

Fujiwara Y, Ihara K, 

Sugaya M, Arai T, 

Mori S, Sawabe M, 

Sato N, Muramatsu 

M, Higuchi M, Liu 

Exome-wide Association 

Study Identifies CLEC3B 

Missense Variant 

p.S106G as Being 

Associated With Extreme 

Longevity in East Asian 

Populations. 

J Gerontol A Biol 

Sci Med Sci. 

72(3) 309-318 2017 
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Kera T, Kawai H, 

Yoshida H, Hirano H, 

Kojima M, Fujiwara 

Y, Ihara K, Obuchi S. 

A cluster analysis of older 

adults in urban areas. 

Geriatr Gerontol 

  

2016 

Suzuki Y, Kawai H, 

Kojima M, Shiba Y, 

Yoshida H, Hirano H, 

Fujiwara Y, Ihara K, 

Obuchi S. 

Construct validity of 

posture as a measure of 

physical function in 

elderly individuals: Use 

of a digitalized 

Geriatr Gerontol 16(9) 1068-73 2016 

河合恒, 猪股高志, 

大塚理加, 杉山陽

一, 平野浩彦, 大渕

修一, 

化粧ケアが地域在住高

齢者の主観的健康感へ

及ぼす効果 傾向スコ

ア法による検証 

日本老年医学会

雑誌 

53(2) 123-132 2016 

Kera T, Kawai H, 

Yoshida H, Hirano H, 

Kojima M, Fujiwara 

Y, Ihara K, Obuchi S. 

Physical and 

psychological 

characteristics of the 

community-dwelling 

Nihon Koshu 

Eisei Zasshi. 

 

64(1) 3-13. 2017 

平野浩彦 認知症の人への歯科的

対応及び歯科治療のた

め歯科医師が知ってお

くべき認知症の基本事

項 新オレンジプラン

から見えてくること 

日本歯科医師会

雑誌 

68(11) 6-15 2016 

解良 武士,河合 恒, 

吉田 英世, 平野 浩

彦, 小島 基永, 藤

原 佳典, 井原 一

成, 大渕 修一 

心疾患で在宅療養する

地域在住高齢者の心身

機能の特徴 

日本公衆衛生雑
誌 

64巻 1号 3-13 2017 

平野 浩彦 【オーラルフレイル予

防と健康づくり】 いま

なぜオーラルフレイル

が注目されるのか フ

レイルの概念から 

介護福祉・健康

づくり 

3巻 2号 85-90 2016 

平野 浩彦 オーラルフレイル予防

ささいな口のトラブル

を見逃すな! 

老年学・老年医

学公開講座 145

回 

 

15-27 2017 
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平野 浩彦 【オーラルフレイルを

知る 老年歯科学から

の提言】 オーラルフレ

イルの概念 

日本老年医学会

雑誌 

53巻 4号 327-332 2016 

平野 浩彦 【フレイルとアンチエ

イジング】 オーラルフ

レイル 

アンチ・エイジ

ング医学 

 

12巻 5号 625-631 2016 

平野 浩彦 歯科衛生士の認知症対

応力向上を目指して 

新オレンジプランの視

点から 

日本歯科衛生学
会雑誌 

11巻 1号 25-33 2016 

平野 浩彦 【オーラルフレイルの

現状と課題】 オーラル

フレイル その概要と

展望 

Progress in 

Medicine 

36巻 9号 1163-1169 2016 

渡邊裕 【地域連携における歯

科の役割】 誤嚥性肺炎

を予防する口腔ケアで,

医療費削減  

はち・まる・に

い・まる 

15 92-95 2016 

水口俊介, 津賀一

弘, 池邉一典, 上田

貴之, 田村文誉, 永

尾寛, 古屋純一, 松

高齢期における口腔機

能低下 －学会見解論文 

2016年度版 － 

老年歯科医学 31(2) 81-99 2016 

渡邊裕, 本川佳子 オーラルフレイルを知

る 老年歯科学からの提

言 2．地域高齢者にお

けるオーラルフレイ

ル：ささいな気づきの

啓発 

日本老年医学会

雑誌 

53, 4 334-340 2016 

渡邊裕, 本川佳子 オーラルフレイル：食

欲も含めた包括的介入 

Progress in 

Medicine 

36 1193-1198 2016 

Otsuka H, Kondo K, 

Ohara Y, Yasuda M, 

Kishimoto N, Sunaga 

M, Endo K, Arakawa 

S, Kinoshita A, 

Shinada K. 

An Inter- and 

Intraprofessional 

Education Program in 

Which Dental Hygiene 

Students Instruct Medical 

and Dental Students. 

J Dent Educ. 80(9) 1062-70. 2016 
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小原由紀 口腔機能をチェック!向

上!診療室で使える保健

指導用ツール 嚥下機

能のアセスメントとト

レーニング飲み込みで

気になることはありま

せんか? 

デンタルハイジ

ーン 

36(10) 1131-1133. 2016 

小原由紀 【オーラルフレイルの

現状と課題】 歯科衛生

士によるオーラルフレ

Progress in 

Medicine 

36(9) 1199-1204 2016 

小原由紀 【基礎教育における高

齢者ケア施設実習】 歯

科衛生学教育における

高齢者ケア施設での実

認知症ケア事例

ジャーナル 

9巻 2号 188-191 2016 

 
 


